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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成20年６月30日に提出した第51期（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

(1）連結経営指標等

第２　事業の状況

１　業績等の概要

(1）業績

３　事業等のリスク

(7）訴訟について

６　財政状態及び経営成績の分析

(1）財政状態の分析

(2）キャッシュ・フローの分析

(3）経営成績の分析

第５　経理の概況

１　連結財務諸表等

（１）連結財務諸表

①　連結貸借対照表

②　連結損益計算書

③　連結株主資本等変動計算書

④　連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（税効果会計関係）

（１株当たり情報）

（２）その他

②　訴訟

［監査報告書］
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３【訂正箇所】

　訂正箇所は＿線で示しております。

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

＜訂正前＞

回次 第47期 第48期 第49期 第50期 第51期

決算年月 平成16年３月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月

（省略）

当期純利益又は当期純損失

（△）（千円）
1,975,170 331,867 2,687,304 △253,551 △52,761

（省略）

１株当たり純資産額（円） 1,366.39 1,355.65 1,519.43 1,425.49 1,367.69

１株当たり当期純利益又は１株

当たり当期純損失（△）（円）
139.34 10.35 197.50 △21.10 △4.40

（省略）

自己資本比率（％） 22.42 19.36 12.42 14.49 18.60

自己資本利益率（％） 11.75 1.89 14.81 △1.41 △0.32

株価収益率（倍）（注４） 12.11 144.73 11.80 － －

（省略）

（注）１～３は省略。

４．第50期及び第51期の株価収益率については、１株当たり当期純損失を計上しているため記載しておりません。

＜訂正後＞

回次 第47期 第48期 第49期 第50期 第51期

決算年月 平成16年３月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月

（省略）

当期純利益又は当期純損失

（△）（千円）
1,975,170 331,867 2,687,304 △253,551 30,671

（省略）

１株当たり純資産額（円） 1,366.39 1,355.65 1,519.43 1,425.49 1,374.65

１株当たり当期純利益又は１株

当たり当期純損失（△）（円）
139.34 10.35 197.50 △21.10 2.56

（省略）

自己資本比率（％） 22.42 19.36 12.42 14.49 18.69

自己資本利益率（％） 11.75 1.89 14.81 △1.41 0.18

株価収益率（倍）（注４） 12.11 144.73 11.80 － 201.36

（省略）

（注）１～３については省略。

４．第50期の株価収益率については、１株当たり当期純損失を計上しているため記載しておりません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

＜訂正前＞

（省略）

以上の各事業部門の業績を受け、当連結会計年度における当社グループの経営成績は営業収益12,277百万円（前
期比13.9％減）、経常利益△178百万円（前期は753百万円）、税金等調整前当期純利益は83百万円となりました。
　また、当期純利益につきましては、当社の貸倒引当金繰入額並びに運用損失を発生させた子会社に係る株式の評価
損などが税務上損金不算入となることなどから法人税等の額が増加したため、△52百万円（前期は△253百万円）
となりました。

＜訂正後＞

（省略）

以上の各事業部門の業績を受け、当連結会計年度における当社グループの経営成績は営業収益12,277百万円（前期
比13.9％減）、経常利益△178百万円（前期は753百万円）、税金等調整前当期純利益は167百万円となりました。
　また、当期純利益につきましては、当社の貸倒引当金繰入額並びに運用損失を発生させた子会社に係る株式の評価
損などが税務上損金不算入となることなどから法人税等の額が増加したため、30百万円（前期は△253百万円）と
なりました。

３【事業等のリスク】

(7）訴訟について

＜訂正前＞

現在、当社グループにおいては、重要なる訴訟事件として係争中のものが連結ベースで26件（訴訟金額合計1,068
百万円）あります。

（省略）

＜訂正後＞

現在、当社グループにおいては、重要なる訴訟事件として係争中のものが連結ベースで25件（訴訟金額合計1,062
百万円）あります。

（省略）
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６【財政状態及び経営成績の分析】

(1）財政状態の分析 

＜訂正前＞

（省略）

（純資産）

純資産の部では、株主資本と評価・換算差額等の合計が16,401百万円となり、前期比693百万円の減少となりまし
た。これは、配当金の支払い金額が479百万円あったことや、その他有価証券評価差額が129百万円減少したこと等に
よるものであります。また、完全子会社ではない連結子会社の増加により、少数株主持分は前期比125百万円の増加
となり、純資産合計は18,291百万円となりました。

＜訂正後＞

（省略）

（純資産）

純資産の部では、株主資本と評価・換算差額等の合計が16,484百万円となり、前期比609百万円の減少となりまし
た。これは、配当金の支払い金額が479百万円あったことや、その他有価証券評価差額が129百万円減少したこと等に
よるものであります。また、完全子会社ではない連結子会社の増加により、少数株主持分は前期比42百万円の増加と
なり、純資産合計は18,291百万円となりました。

(2）キャッシュ・フロー分析

＜訂正前＞

（省略）

 平成16年３月期 平成17年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期

自己資本比率（％） 22.4 19.4 12.4 14.5 18.6

（省略）

（注）省略

＜訂正後＞

（省略）

 平成16年３月期 平成17年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期

自己資本比率（％） 22.4 19.4 12.4 14.5 18.7

（省略）

（注）省略
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(3）経営成績の分析

＜訂正前＞

（省略）

（特別損益）
　特別損益は、192百万円の損失（前期は344百万円の損失）となりました。これは、特別利益の科目において固定資
産売却益を238百万円計上した一方で、特別損失の科目において商品取引責任準備金繰入額が139百万円、固定資産
除売却損が114百万円、持分変動差額が83百万円となり、結果、特別損失が特別利益を上回ったことによるものであ
ります。

（当期純損失）
　以上の要因から、当期純損失は52百万円（前期は253百万円の当期純損失）となっております。

＜訂正後＞

（省略）

（特別損益）
　特別損益は、109百万円の損失（前期は344百万円の損失）となりました。これは、特別利益の科目において固定資
産売却益を238百万円計上した一方で、特別損失の科目において商品取引責任準備金繰入額が139百万円、固定資産
除売却損が114百万円、証券取引責任準備金繰入額が77百万円となり、結果、特別損失が特別利益を上回ったことに
よるものであります。

（当期純利益）
　以上の要因から、当期純利益は30百万円（前期は253百万円の当期純損失）となっております。
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第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

＜訂正前＞

　 　
前連結会計年度

（平成19年３月31日）
当連結会計年度

（平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（省略）

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本 　       

１．資本金 　  2,753,500 2.3  2,753,500 3.1

２．資本剰余金 　  1,954,522 1.7  1,954,522 2.2

３．利益剰余金 　  13,677,265 11.6  13,134,889 14.9

４．自己株式 　  △1,408,726 △1.2  △1,408,726 △1.6

　　株主資本合計 　  16,976,561 14.4  16,434,184 18.6

Ⅱ　評価・換算差額等 　       

１．その他有価証券評価差
額金

　  117,967 0.1  △11,145 △0.0

２．為替換算調整勘定 　  － －  △21,618 △0.0

　　評価・換算差額等合計 　  117,967 0.1  △32,764 △0.0

Ⅲ　新株予約権 　  － －  2,373 0.0

Ⅳ　少数株主持分 　  1,761,659 1.5  1,887,467 2.1

純資産合計 　  18,856,188 16.0  18,291,261 20.7

負債純資産合計 　  117,975,572 100.0  88,195,180 100.0

        

＜訂正後＞

　 　
前連結会計年度

（平成19年３月31日）
当連結会計年度

（平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（省略）

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本 　       

１．資本金 　  2,753,500 2.3  2,753,500 3.1

２．資本剰余金 　  1,954,522 1.7  1,954,522 2.2

３．利益剰余金 　  13,677,265 11.6  13,218,321 15.0

４．自己株式 　  △1,408,726 △1.2  △1,408,726 △1.6

　　株主資本合計 　  16,976,561 14.4  16,517,617 18.7

Ⅱ　評価・換算差額等 　       

１．その他有価証券評価差
額金

　  117,967 0.1  △11,145 △0.0

２．為替換算調整勘定 　  － －  △21,618 △0.0
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前連結会計年度

（平成19年３月31日）
当連結会計年度

（平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

　　評価・換算差額等合計 　  117,967 0.1  △32,764 △0.0

Ⅲ　新株予約権 　  － －  2,373 0.0

Ⅳ　少数株主持分 　  1,761,659 1.5  1,804,034 2.0

純資産合計 　  18,856,188 16.0  18,291,261 20.7

負債純資産合計 　  117,975,572 100.0  88,195,180 100.0

        

EDINET提出書類

ユニコムグループホールディングス株式会社(E03719)

訂正有価証券報告書

 8/18



②【連結損益計算書】

＜訂正前＞

　 　
前連結会計年度

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

（省略）

Ⅴ　特別利益        

１．投資有価証券売却益  286,309   39,842   

２．固定資産売却益 ※２ －   238,935   

３．受取違約金  210,141   －   

４．その他 ※２ 17,527 513,978 3.6 21,393 300,171 2.4

Ⅵ　特別損失 　       

１．商品取引責任準備金繰
入額

 105,247   139,906   

２．証券取引責任準備金繰
入額

 73,802   77,223   

３．固定資産除売却損 ※３ 266,892   114,043   

４．投資有価証券評価損  147,538   44,239   

５．減損損失 ※５ 27,961   －   

６．統合関連費用  177,227   －   

７．持分変動差額  －   83,810   

８．その他 ※４ 60,009 858,679 6.0 33,416 492,639 4.0

匿名組合損失分配前税
金等調整前当期純利益
又は純損失（△）

  408,593 2.9  △370,579 △3.0

匿名組合損失分配額   － －  454,171 3.7

税金等調整前当期純利
益

  408,593 2.9  83,592 0.7

法人税、住民税及び事業
税

 401,145   209,035   

法人税等調整額  193,796 594,941 4.2 △74,256 134,778 1.1

少数株主利益   67,203 0.5  1,575 0.0

当期純損失   253,551 △1.8  52,761 △0.4

        

＜訂正後＞

　 　
前連結会計年度

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

（省略）

Ⅴ　特別利益        

１．投資有価証券売却益  286,309   39,842   

２．固定資産売却益 ※２ －   238,935   
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前連結会計年度

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

３．受取違約金  210,141   －   

４．その他 ※２ 17,527 513,978 3.6 21,393 300,171 2.4

Ⅵ　特別損失 　       

１．商品取引責任準備金繰
入額

 105,247   139,906   

２．証券取引責任準備金繰
入額

 73,802   77,223   

３．固定資産除売却損 ※３ 266,892   114,043   

４．投資有価証券評価損  147,538   44,239   

５．減損損失 ※５ 27,961   －   

６．統合関連費用  177,227   －   

７．持分変動差額  －   377   

８．その他 ※４ 60,009 858,679 6.0 33,416 409,206 3.3

匿名組合損失分配前税
金等調整前当期純利益
又は純損失（△）

  408,593 2.9  △287,146 △2.3

匿名組合損失分配額   － －  454,171 3.7

税金等調整前当期純利
益

  408,593 2.9  167,025 1.4

法人税、住民税及び事業
税

 401,145   209,035   

法人税等調整額  193,796 594,941 4.2 △74,256 134,778 1.1

少数株主利益   67,203 0.5  1,575 0.0

当期純利益又は純損失
（△）

  △253,551 △1.8  30,671 0.3

        

EDINET提出書類

ユニコムグループホールディングス株式会社(E03719)

訂正有価証券報告書

10/18



③【株主資本等変動計算書】

＜訂正前＞

当連結会計年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日　残高（千円） 2,753,500 1,954,522 13,677,265 △1,408,726 16,976,561

連結会計年度中の変動額      

剰余金の配当   △479,680  △479,680

当期純損失   △52,761  △52,761

新規連結に伴う増加   5,713  5,713

連結子会社の決算日変更に伴う
減少

  △15,647  △15,647

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

     

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

－ － △542,376 － △542,376

平成20年３月31日　残高（千円） 2,753,500 1,954,522 13,134,889 △1,408,726 16,434,184

 

評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

評価・換算差額
等合計

平成19年３月31日　残高（千円） 117,967 － 117,967 － 1,761,659 18,856,188

連結会計年度中の変動額       

剰余金の配当      △479,680

当期純損失      △52,761

新規連結に伴う増加      5,713

連結子会社の決算日変更に伴う
減少

     △15,647

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

△129,113 △21,618 △150,731 2,373 125,808 △22,550

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

△129,113 △21,618 △150,731 2,373 125,808 △564,927

平成20年３月31日　残高（千円） △11,145 △21,618 △32,764 2,373 1,887,467 18,291,261

＜訂正後＞

当連結会計年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日　残高（千円） 2,753,500 1,954,522 13,677,265 △1,408,726 16,976,561

連結会計年度中の変動額      

剰余金の配当   △479,680  △479,680

当期純利益   30,671  30,671

新規連結に伴う増加   5,713  5,713

連結子会社の決算日変更に伴う
減少

  △15,647  △15,647

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

     

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

－ － △458,944 － △458,944

平成20年３月31日　残高（千円） 2,753,500 1,954,522 13,218,321 △1,408,726 16,517,617
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評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

評価・換算差額
等合計

平成19年３月31日　残高（千円） 117,967 － 117,967 － 1,761,659 18,856,188

連結会計年度中の変動額       

剰余金の配当      △479,680

当期純利益      30,671

新規連結に伴う増加      5,713

連結子会社の決算日変更に伴う
減少

     △15,647

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

△129,113 △21,618 △150,731 2,373 42,375 △105,982

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

△129,113 △21,618 △150,731 2,373 42,375 △564,927

平成20年３月31日　残高（千円） △11,145 △21,618 △32,764 2,373 1,804,034 18,291,261
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

＜訂正前＞

　 　
前連結会計年度

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益  408,593 83,592

（省略）

その他  △869,136 △492,950

小計  △7,284,910 △10,058,893

（省略）

＜訂正後＞

　 　
前連結会計年度

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益  408,593 167,025

（省略）

その他  △869,136 △576,383

小計  △7,284,910 △10,058,893

（省略）
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注記事項

（税効果会計関係）

＜訂正前＞

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

（省略）

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間の差異の主な原因別内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間の差異の主な原因別内訳

法定実効税率 40.6％

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されな

い項目

10.5 

受取配当金等永久に益金に算入さ

れない項目

△2.8 

住民税均等割等 8.5 

負ののれんの償却額 △22.8 

連結子会社当期損失 27.8 

連結子会社の減資に伴う譲渡益課

税額

73.5 

評価性引当額の計上 67.9 

繰越欠損金の使用 △56.9 

持分法による投資損益 △1.0 

その他 0.3 

税効果会計適用後の法人税等の負

担率
145.6％

法定実効税率 40.6％

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されな

い項目

52.7 

受取配当金等永久に益金に算入さ

れない項目

△2.8 

住民税均等割等 38.2 

負ののれんの償却額 △105.2 

連結子会社当期損失 250.5 

連結による修正 11.2 

評価性引当額の計上 448.4 

繰越欠損金の税効果 △574.2 

持分法による投資損益 1.4 

その他 0.4 

税効果会計適用後の法人税等の負

担率
161.2％

＜訂正後＞

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

（省略）

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間の差異の主な原因別内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間の差異の主な原因別内訳

法定実効税率 40.6％

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されな

い項目

10.5 

受取配当金等永久に益金に算入さ

れない項目

△2.8 

住民税均等割等 8.5 

負ののれんの償却額 △22.8 

連結子会社当期損失 27.8 

連結子会社の減資に伴う譲渡益課

税額

73.5 

評価性引当額の計上 67.9 

繰越欠損金の使用 △56.9 

持分法による投資損益 △1.0 

その他 0.3 

税効果会計適用後の法人税等の負

担率
145.6％

法定実効税率 40.6％

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されな

い項目

26.4 

受取配当金等永久に益金に算入さ

れない項目

△1.4 

住民税均等割等 19.1 

負ののれんの償却額 △52.6 

連結子会社当期損失 125.4 

連結による修正 △11.0 

評価性引当額の計上 219.7 

繰越欠損金の税効果 △287.4 

持分法による投資損益 0.7 

その他 1.1 

税効果会計適用後の法人税等の負

担率
80.6％
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（１株当たり情報）

＜訂正前＞

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 1,425.49 円

１株当たり当期純損失 21.10 円

１株当たり純資産額 1,367.69 円

１株当たり当期純損失 4.40 円

（省略）

（注）１株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

　１株当たり当期純損失 　 　

当期純損失（△）（千円） △253,551 △52,761

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純損失（△）（千円） △253,551 △52,761

普通株式の期中平均株式数（株） 12,017,010 11,992,020

（省略）

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 18,856,188 18,291,261

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 1,761,659 1,889,840

（うち新株予約権） － (2,373)

（うち少数株主持分） (1,761,659) (1,887,467)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 17,094,529 16,401,420

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の

普通株式の数（株）
11,992,020 11,992,020

＜訂正後＞

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 1,425.49 円

１株当たり当期純損失 21.10 円

１株当たり純資産額 1,374.65 円

１株当たり当期純利益 2.56 円

（省略）

（注）１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失（△）及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の
基礎は、次のとおりであります。

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純
損失（△）

　 　

当期純利益又は当期純損失（△）（千円） △253,551 30,671

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益又は当期純損失
（△）（千円）

△253,551 30,671
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前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

普通株式の期中平均株式数（株） 12,017,010 11,992,020

（省略）

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 18,856,188 18,291,261

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 1,761,659 1,806,407

（うち新株予約権） － (2,373)

（うち少数株主持分） (1,761,659) (1,804,034)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 17,094,529 16,484,853

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の

普通株式の数（株）
11,992,020 11,992,020
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（２）【その他】

②　訴訟

＜訂正前＞

現在、当社グループにおいては、重要なる訴訟事件として係争中のものが連結ベースで26件（訴訟金額合計1,068
百万円）ございます。

（省略）

＜訂正後＞

現在、当社グループにおいては、重要なる訴訟事件として係争中のものが連結ベースで25件（訴訟金額合計1,062
百万円）ございます。

（省略）
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独立監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書

  平成２０年８月26日

ユニコムグループホールディングス株式会社  

取締役会　御中

あずさ監査法人

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 貞廣　篤典　印

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 羽太　典明　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ているユニコムグループホールディングス株式会社の平成19年４月１日から平成20年３月31日までの連結会計年度

の訂正報告書の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッ

シュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当

監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査

を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のた

めの合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ユ

ニコムグループホールディングス株式会社及び連結子会社の平成20年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示している

ものと認める。

　追記情報

１．有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項

の規定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

２．重要な後発事象２．に記載されているとおり、会社は平成21年3月期において投資有価証券評価損119,990千

円を計上する見込みである。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　上記は、当社（有価証券報告書提出会社）が、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原

本は当社（有価証券報告書提出会社）が別途保管しております。
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